電気分解と電池
	電気分解
→電源のエネルギーで水溶液を分解
（主役は水溶液）

必要なもの

①電極（電流を通すならなんでもOK）

②電解質の水溶液

③電源
例　塩化銅水溶液
電源の－極から出てきた電子が陰極に。
→陽イオン（今回は銅イオン）は陰極に。

陰イオン（今回は塩化物イオン）は陽極に。


陽極…塩素（気体）が発生
陰極…銅（赤褐色）が付着


	電池

→電極自信が溶けることで電流を生む
（主役は電極）
必要なもの

①電極（2種類の金属）

②電解質の水溶液

　※電源は不要！
例　塩酸と銅と亜鉛　
→亜鉛が自然に溶けて、電子を放出する。

→亜鉛が電池の－極の働きをする。

　銅は反対に＋極の働きをする。

（溶けやすい方の電極が－極になる。）
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＋極…水素が発生(銅版は変化せず)

－極…亜鉛版が溶ける

※電流の向きと電子の向きは逆
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